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その時あなたは

　　

どうしますか？

阪圀浹震錨

岨
私
た
ち
の
住
む
「
田
本
列
島
」
は
、
別
名
「
地
震
列
島
」
と
言
？

れ
て
い
ま
す
・
活
U
皿
や
火
山
帯
が
縦
横
に
走
り
、
世
界
の
地
i
l

4
約
一
割
が
日
本
で
勉
生
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
震
は
、
突

然
私
1
お
哨
襲
I
回
I
回
、
大
切
な
人
命
や
家
屋
を
奪
い
去
り
ま

圖
。
残
惑
溺
殲
I
現
在
画
科
学
で
は
、
地
震
を
予
知
す
る
こ
と
は

哨
志
浙
S
S
。
地
震
隅
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
心
構
図
と
備
涸
陥
必
要
で
す
。
今
回
は
、
地
震
に
つ
い
て
k
U
囃
l

地
震
発
生
の
仕
組
み

　

地
震
と
は
、
地
球
内
部
の
岩
石

が
急
激
に
壊
れ
、
地
震
波
が
地
表

を
揺
ら
す
現
象
で
、
プ
レ
ー
ト
（
地

殻
）
の
も
ぐ
り
込
み
に
よ
る
海
溝

や
と
、
活
断
層
に
よ
る
内
陸
直
下

刑
ふ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

海
溝
型
は
、
年
に
数
セ
ン
チ
の

速
度
で
動
い
て
い
る
地
球
の
プ
レ

ー
ト
の
ぶ
つ
か
り
合
う
所
に
ひ
ず

み
が
生
じ
、
引
っ
張
ら
れ
た
プ
レ

ー
ト
が
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
跳
ね

返
り
、
地
震
が
起
き
ま
す
。
最
近

で
は
、
平
成
六
年
の
三
陸
は
る
か

沖
地
震
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

内
陸
型
は
、
地
球
の
外
側
部
分

の
プ
レ
ー
ト
に
ひ
ず
み
が
生
じ
、

破
壊
す
る
と
き
地
表
に
大
き
な
ず

れ
が
で
き
、
地
震
が
起
き
ま
す
。

今
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神

大
震
災
）
は
内
陸
刑
七
で
す
。

　

一
般
的
に
内
陸
型
の
ほ
う
が
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
小
さ
く
て
も
、

被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
多

く
、
同
じ
場
所
で
何
度
も
起
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
震
に
関
す
る
用
語

　

【
活
断
層
】
現
在
活
動
中
の

断
層
。
断
層
運
動
は
普
通
何
百

年
・
何
千
年
に
一
度
し
か
起
こ

ら
な
い
の
で
、
便
宜
上
、
最
近

二
百
万
年
間
に
活
動
し
た
こ
と

の
あ
る
断
層
の
こ
と

　

【
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
】
地
震

の
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
規
模
）

を
表
す
尺
度

　

【
震
度
】
人
体
が
受
け
る
感

覚
、
建
造
物
が
受
け
る
影
響
の

程
度
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
の
揺
れ
の
強
さ
の
等
級
。

　

「
体
感
震
度
」
？
震
度
O
＝

無
感
・
人
体
に
は
感
じ
な
い
が

地
震
計
に
は
記
録
さ
れ
る
▼
震

度
I
＝
微
震
・
地
震
に
敏
感
な

人
や
じ
っ
と
し
て
い
る
人
が
か

す
か
に
感
じ
る
？
震
度
2
＝
軽

震
・
多
く
の
人
が
感
じ
る
が
歩

い
て
い
る
人
に
は
感
じ
な
い
？

震
度
3
＝
弱
震
・
障
子
、
戸
な

ど
が
揺
れ
、
は
っ
き
り
地
震
だ

と
分
か
る
？
震
度
4
＝
中
震
…

眠
っ
て
い
る
人
が
飛
び
起
き
、

歩
い
て
い
る
人
に
も
分
か
る
？

震
度
5
＝
強
震
・
多
く
の
人
が

恐
怖
を
感
じ
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
れ
る
？
震
度
6
＝
烈
震
・
と

て
も
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
家
屋

が
壊
れ
、
山
が
崩
れ
る
？
震
度

7
＝
激
震
・
山
崩
れ
、
地
割
れ
、

家
屋
の
倒
壊
が
多
発
す
る



北
美
濃
地
闘

大野の主な地震

　

（江戸時代以降）

●1854年（安政元年）

　

12月23日［安政東海地震］

●1896年（明治24年）

　

10月28日［濃尾地震］

●1948年（昭和23年）

　

6月28日［福井地震］

●1961年（昭和36年）

　

8月19日［北美濃地震］
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武内広さん

　

（69歳・錦町）

目
の
前
で
地
滑
り
が

　

昭
和
三
1
六
年
八
月
十
九
日
の

昼
過
ぎ
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
小

池
集
落
に
は
ト
戸
が
あ
り
、
私
た

ち
は
村
仕
事
で
外
に
い
ま
し
た
。

周
り
が
黄
色
く
か
す
み
、
へ
ん
な

風
も
で
て
き
た
の
で
、
み
ん
な
気

味
悪
が
っ
て
い
た
ら
、
突
然
、
グ

ラ
グ
ラ
ッ
と
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
揺
れ
が
き
ま
し
た
。
目
の

前
で
、
山
の
木
が
立
つ
た
ま
ま
地

滑
り
を
起
こ
し
、
猛
烈
な
土
ぼ
こ

り
と
と
も
に
、
崩
れ
て
い
き
ま
す
。

か
な
り
の
建
物
は
壊
れ
、
道
も
ズ

タ
ズ
タ
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
住
民
は
奇
跡
的
に
け
が

も
な
く
助
か
り
ま
し
た
が
、
白
山

か
ら
下
山
中
の
登
山
者
グ
ル
ー
プ

が
、
崩
れ
落
ち
て
き
た
岩
の
下
敷

き
に
な
っ
て
死
傷
し
ま
し
た
。

ま
ず
区
内
の
火
を
消
す
よ
う
指
示

す
る
と
と
も
に
、
区
民
挙
げ
て
救

助
に
奔
走
し
ま
し
た
。
当
時
は
交

通
も
通
信
も
不
便
な
時
代
で
し
た

が
、
み
ん
な
自
分
の
こ
と
は
後
回

し
に
し
て
、
一
生
懸
命
に
自
分
の

役
割
を
果
た
し
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
一
致
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
、
あ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
で
す
。

　

災
害
は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
平
常
か
ら
お
互
い
に
協
力

し
、
助
け
合
う
姿
勢
が
何
よ
り
も

大
切
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
幸

い
に
も
、
大
野
に
は
ま
だ
地
域
の

連
携
と
い
う
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
大
震
災
は
気
の
毒
な
こ
と

で
す
、
避
難
所
生
活
は
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
苫
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
一
人
よ
が
り
を
捨
て
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
厳
し
い
言
い
方
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
元
気
を
出
し
て

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
概
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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山田幸平さん

（37歳●消防士長）

想
像
を
絶
す
る
被
害

　

一
月
十
八
日
か
ら
三
日
間
、
三

人
の
同
僚
と
阪
神
大
震
災
被
災
者

の
救
助
活
動
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。
神
戸
市
東
灘
区
の
現
地
に
着

い
た
と
き
、
想
像
を
絶
す
る
被
害

の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
倒
壊
し
、

道
路
に
は
亀
裂
が
入
り
、
ま
る
で

戦
場
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
他
府
県
か
ら
の
応
援
部

隊
の
救
助
活
動
は
、
二
次
災
害
を

防
ぐ
た
め
、
朝
の
六
時
か
ら
夜
の

九
時
三
ト
分
ま
で
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
消
防
士
や
公
務
員
た
ち

は
、
自
分
の
家
族
が
負
傷
し
た
り
、

家
屋
が
壊
れ
た
り
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
不
眠
不
休
で
救
助

活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
頭
が
下

が
る
思
い
で
し
た
。

　

す
べ
て
手
作
業
の
た
め
救
助
活

動
は
思
っ
た
よ
う
に
進
ま
ず
、
気

ば
か
り
あ
せ
り
ま
し
た
。
福
井
県

の
救
助
隊
で
二
十
二
人
を
救
出
し

ま
し
た
が
、
生
存
者
が
一
人
し
か

い
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　

現
地
で
は
、
お
に
ぎ
り
や
パ
ン

な
ど
の
軽
食
で
、
冷
た
い
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
大
野
に
帰
っ
て
き

て
飲
ん
だ
、
熱
い
一
杯
の
お
茶
の

昧
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

人
間
が
何
十
年
、
何
百
年
か
け

て
造
っ
た
も
の
を
、
一
瞬
の
う
ち

に
破
壊
す
る
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
決
し
て
他
人
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
が
起

き
れ
ば
全
員
が
被
災
者
な
の
で

す
。
自
分
で
自
分
を
守
る
努
力
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
阪
神
大
震

災
を
一
つ
の
教
訓
に
、
日
ご
ろ
か

ら
の
心
構
え
と
備
え
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
ま
し
た
。



市
地
域
防
災
計
画
見
直
し
へ

　

兵
庫
県
南
部
地
震
を
一
つ
の
教

訓
と
し
て
、
市
で
は
同
様
の
災
害

に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
市
地
域

防
災
計
画
（
平
成
元
年
八
月
修
正
）

の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
南
部
地
震
と
同
程
度
の

地
震
が
、
一
月
十
七
日
午
前
六
時

に
当
市
直
下
で
発
生
し
た
と
想
定

し
て
、
市
災
害
対
策
本
部
の
対
応

や
職
務
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
状
況
の
想
定
家
屋
倒
壊
二

千
棟
、
被
災
者
五
千
人
、
火
災

に
よ
る
被
災
世
帯
五
十
世
帯

　

（
被
災
者
百
五
十
人
）
、
河
川
災

害
な
し
、
地
震
以
降
の
降
雪
な
し

市
民
の
安
全
を
第
一
に

　

そ
の
結
果
、
地
域
防
災
計
画
を

全
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
の
計
画
は
、
国
お
よ
び
県

の
地
域
防
災
計
画
を
基
準
と
し
て

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
多
く
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
県
な
ど
で
も
見
直
し
が
進
め

ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
併
せ
て

見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
へ
の
災
害
関
係
の
情
報
提

供
や
情
報
収
集
施
設
の
不
足
、
災

害
応
急
対
策
に
お
け
る
備
蓄
資
材

の
不
足
な
ど
、
問
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
安
全
確
保
を

第
一
に
し
て
の
検
討
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

当
面
の
対
策
は

　

市
で
は
。
当
面
の
削
策
と
し
て

次
の
事
項
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

①
災
害
関
係
用
品
の
整
備
（
ヘ
ル

　

メ
ッ
ト
・
毛
布
な
ど
）

②
食
料
の
備
蓄
（
乾
パ
ン
な
ど
）

③
住
民
へ
の
災
害
関
係
情
報
網
の

　

整
備
（
地
区
別
避
難
地
図
の
作

　

成
な
ど
）

④
防
火
水
槽
の
整
備

地
震
か
ら

身
を
守
る
た
め
に

　

地
震
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
理
解
し
、
行
動
で

き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心

構
え
と
備
え
が
大
切
で
す
。

　

応
急
手
当
や
、
救
急
箱
に
つ
い

て
は
「
健
康
通
信
」
を
、
非
常
時

の
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て
は
「
暮

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

月
に
一
度
は

　
　

家
庭
で
防
災
会
議

　

家
族
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
家
庭
で
の
防
災
会
議
を
月

に
一
度
は
開
く
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
定
期
的
な
話
し
合
い
の
積

み
重
ね
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
適

切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
家
族
単
位
だ
け
で
な
く
、

隣
近
所
の
合
同
会
議
が
で
き
れ
ば

理
想
的
で
す
。
防
災
会
議
で
は
①

消
火
の
備
え
②
非
常
持
ち
出
し
品

の
チ
ェ
ッ
ク
（
持
ち
出
し
の
分
担
）

③
家
庭
内
の
安
全
対
策
④
避
難
場

所
の
確
認
⑤
災
害
時
の
連
絡
方
法

－
な
ど
の
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
開

い
て
く
だ
さ
い
。

家
の
中
の

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

家
具
な
ど
の
転
倒
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、
重
ね
て
あ
る
ダ
ン
ス
は
、

接
続
部
分
を
粘
着
テ
ー
プ
や
金
具

で
止
め
て
固
定
し
、
背
の
高
い
家

具
は
、
安
全
バ
ン
ド
や
転
倒
防
止

金
具
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
具
の
土
の
よ
う
な
高
い
所
に

は
、
重
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

心
掛
け
ま
す
。
棚
に
は
、
重
い
物

は
下
に
、
軽
い
物
は
上
に
収
納
し

て
く
だ
さ
い
。

現在の地区別避難所一覧表

地区 名称 電話番号 収容人員 連絡方法 摘要

有終西小校下 有終西小学校 66・2217 1100人 電話または車水落区は下庄小学校区へ

有終南小校下 有終南小学校 65・6690 1200 1／

有終東小校下 有終東小学校 66・6550 1200 11

小山地区 小山小学校 66・2910 200 1タ

乾側地区 乾側小学校 65・6661 200 1／

下庄地区 下庄小学校 66・2350 800 11
状況により救援
隊の宿舎とする

大野・小山地区開成中学校 65・4680 2000 ／／
大野地区（開成中学
校下）小山地区予備

大野・乾側下庄地区陽明中学校 65・1120 2000 ／／ 大野地区（陽明中校下）下庄地区予備

土庄小校下 上庄小学校 64・1331 600 ／1 清滝川以東

上庄小校下 上庄中学校 64・1300 600 タノ 清滝川以西

富田小校下 富田小学校 66・4150 400 17

蕨生小校下 蕨生小学校 66・4120 200 1／ 状況により富田小へ

森目小校下 森目小学校 65・1101 200 1／
状況により富田
小へ

富田地区 尚徳中学校 66・4151 800 1タ 富田地区予備

阪谷小枝下 阪谷小学校 67・1012 300 ／1
状況により救援
隊宿舎とする

六呂師小校下 六呂師小学校 67・1210 70 ／／
状況により阪谷小ま
たは青少年の森へ

五箇地区
五箇公民館

（ふるさと自然の家） 65・6805 ／1

※計画の見直しにより避難所の変更があればお知らせします。



　

家
の
中
で
地
震
に
あ
っ
た
と
き

は
、
ま
ず
ド
ア
を
開
け
て
、
避
難

口
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に

座
布
団
な
ど
で
頭
を
守
っ
て
、
テ

ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
入
り
、
窓
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家
の
周
り
の
安
全
確
保
を

　

家
庭
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン

ベ
を
し
っ
か
り
固
定
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
崩
れ
な
い
よ
う
に
補
強
し

て
く
だ
さ
い
。

　

地
震
発
生
時
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
電
柱
、
車
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
大
震
災
義
援
金

　

皆
さ
ん
か
ら
当
市
に
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
、
二
月
十
五
日

現
在
で
約
四
百
八
十
三
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
赤
な
ど
を
通

じ
て
被
災
者
の
方
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
先
に
救
援
物

資
や
義
援
金
を
送
っ
て
い
ま
す
。

治髄6e㈲㈲団凶冊6傑

第3条まず戸を開けて

　　　　

出口の確保
第2条テーブルや机の下に

　　　　

身をふせよ
第1条グラッときたら

　　　　

火の始末

第5条わが家の安全、

　　　　

隣の安全、

　　　　

声を掛け合い

　　　　

助け合おう

第4条あわてて外に

　　　　

飛び出すな

第8条ガラスの破片に

　　　　

気をつけよう

第7条門や塀に近寄るな

第6条火が出たら、

　　　　

すぐに消火

第10条正しい情報に

　　　　

耳をかたむけ

　　　　

よう

第9条応急救護は

　　　　

助け合おう



市議会議員選挙 24人の新議員決まる

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
二
月

十
九
日
行
わ
れ
、
新
し
い

議
員
二
十
四
人
が
決
ま
り

ま
し
た
。
二
月
二
十
八
日

に
組
織
議
会
が
開
か
れ
、

議
長
・
副
議
長
や
各
常
任

委
員
会
な
ど
の
構
成
を
決

め
、
三
月
上
旬
に
は
、
新

年
度
予
算
案
な
ど
を
審
議

す
る
議
会
が
召
集
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
定
数

二
十
四
人
に
対
し
て
、
二

十
五
人
が
立
候
補
。
投
票

の
結
果
、
現
職
十
四
人
、

新
人
十
人
が
当
選
し
ま
し

た
。
党
派
別
で
は
無
所
属

二
十
人
、
日
本
共
産
党
二

人
、
公
明
一
人
、
日
本
社

会
党
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
二
月
十
九
日
午
前
七

時
か
ら
有
終
西
小
学
校
な
ど
二
十

五
ヵ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
午

後
六
時
（
一
部
は
繰
り
上
げ
）
に

締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
投
票
率
は

八
一
・
六
三
％
。
前
回
に
比
べ
、

四
・
九
四
％
下
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
同
日
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
有
終
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
八
時
三
十
分
か
ら
二
十

分
ご
と
に
開
票
速
報
を
発
表
。
身

近
な
選
挙
だ
け
に
大
勢
の
市
民
が

詰
め
か
け
、
開
票
を
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。
午
後
九
時
四
十
五
分
に

は
す
べ
て
の
開
票
が
終
わ
り
、
各

候
補
者
の
得
票
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

翌
二
十
日
午
後
三
時
に
市
役
所

で
、
当
選
者
に
当
選
証
書
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

候
補
者
別
得
票
数

（
）
内
は
、
住
所
・
年
齢

　
　

党
派
・
現
新
別

当
選
幾
山
秀
一
一
、
三
九
五

　
　
　
　
　

（
橋
爪
・
4
1
・
無
新
）

当
選
畑
中
章
男
一
、
二
八
五

　
　
　
　

（
糸
魚
町
・
4
5
・
無
現
）

当
選
坂
元
千
秋
一
、
二
五
二

　
　
　
　
　

（
清
瀧
・
5
5
・
公
現
）

当
選
野
田
幾
久
代
一
、
二
三
二

　
　
　
　

（
春
日
二
・
6
8
・
無
現
）

当
選
岡
田
高
大
一
、
ニ
ヱ
ハ

　
　
　
　
　

（
中
保
・
3
6
…
無
新
）

当
選
笹
島
彦
治
一
、
一
五
三

　
　
　
　
　

（
西
山
・
5
9
・
無
新
）

当
選
米
村
輝
子
一
、
一
四
八

　
　
　
　

（
美
里
町
・
4
5
・
無
新
）

当
選
平
間
源
治
一
、
一
三
九

　
　
　
　
　

（
木
本
・
6
0
・
無
現
）

当
選
浦
井
智
治
一
、
一
一
八

　
　
　
　

（
日
吉
町
・
4
7
・
共
新
）

当
選
栄
正
夫
ぺ
2
九
三

　
　
　
　
　

（
上
野
・
5
3
・
共
現
）

当
選
松
井
治
男
一
、
2
七
八

　

（
阿
難
祖
地
頭
方
・
5
4
・
無
現
）

当
選
金
森
幸
蔵
一
、
〇
七
五

　
　
　

（
中
野
町
一
・
6
8
・
無
現
）

当
選
砂
子
一
二
郎
、
2
五
二

　
　
　
　
　

（
本
町
・
5
2
・
無
現
）

当
選
本
田
章
一
、
2
二
七

　
　
　
　
　

（
泉
町
・
4
4
・
無
新
）

当
選
牧
野
勇
一
、
〇
一
一

　
　
　
　

（
春
日
三
・
5
3
…
無
新
）

当
選
雨
塚
忠
夫
九
八
七

　
　
　
　
　

（
塚
原
・
6
8
・
無
現
）

当
選
高
岡
和
行
九
七
〇

　
　
　

（
中
野
町
二
・
4
2
・
無
新
）

当
選
谷
口
彰
三
九
三
〇

　
　
　
　
　

（
犬
山
・
6
0
・
無
新
）

当
選
竹
内
安
汪
八
六
〇

　
　
　
　
　

（
稲
郷
・
5
4
・
無
現
）

当
選
影
路
昭
治
八
二
七

　
　
　
　

（
高
砂
町
・
5
7
・
無
新
）

当
選
藤
田
護
八
二
五

　
　
　
　

（
中
津
川
・
6
7
・
無
現
）

当
選
常
見
悦
郎
七
八
一

　
　
　
　
　

（
上
野
・
4
6
・
無
現
）

当
選
宇
野
政
市
郎
七
三
二

　
　
　
　

（
明
倫
町
・
4
7
・
無
現
）

当
選
村
西
利
栄
六
八
三

　
　
　
　

（
吉
野
町
・
5
6
・
社
現
）

次
点
北
川
静
f
五
三
三

　
　

こ
中
能
片
町
二
・
5
0
・
無
新
一

選挙の記録

O当日の有権者数

　

男14，753人

　

女16．774人

　

計31．527人

○投票者数と

　　　　　

投票率

　

男11，835

　　　　

（80．22％）

　

女13，899

　　　　

（82．86％）

　

計25，734

　　　　

（81．63％）

O有効投票

　　　　

25，402票

○無効投票331票

Oその他1票

寺島幹夫さん

（53歳・明倫町｀）

市
民
サ
イ
ド
の

　
　
　

視
点
を
大
切
に

　

今
回
の
低
調
ム
ー
ド
は
市
民
と

し
て
残
念
で
し
た
。
人
材
が
な
い

の
か
、
そ
れ
と
も
市
政
に
関
心
が

薄
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
地
区
推

薦
な
ど
の
古
い
し
き
た
り
も
改
め

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
若
返
っ
て
良
い
と

思
い
ま
す
。
巾
民
サ
イ
ド
に
立
っ

た
視
点
を
大
切
に
、
四
年
間
お
願

い
し
た
い
で
す
。

酒井美鈴さん

ぶ0歳・陽明町り

市
政
を

も
っ
と
身
近
な
も
の
に

　

私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

選
挙
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
冷
め
た
人
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

大
野
は
他
巾
と
比
べ
て
も
存
在

感
が
薄
い
と
思
い
ま
す
。
巾
政
を

巾
民
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
各
巾
議
の
皆
さ
ん
に

は
選
挙
公
約
を
守
っ
て
頑
張
っ
て

は
し
い
で
す



武家屋敷風の外観に特色

法務総合庁舎が完成

　

か
わ
ら
屋
根
と
白
壁
の
大
野
法

務
総
合
庁
舎
が
完
成
し
、
一
月
三

十
日
、
関
係
者
約
四
十
人
が
出
席

し
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

城
下
町
の
町
並
み
と
調
和
し
た
和

風
の
法
務
庁
舎
は
、
全
国
で
も
数

少
な
い
そ
う
で
す
。

　

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
階
建
て
延
べ
九
百
七
十
平
方
μ
。

一
階
に
福
井
地
方
法
務
局
大
野
支

局
、
二
階
に
大
野
区
検
察
局
が
入

っ
て
い
ま
す
。
旧
庁
舎
が
老
朽
化

し
た
う
え
、
狭
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
じ
場
所
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
近
く
に
は
、
復
元
さ
れ
た
旧

内
山
家
の
武
家
屋
敷
や
市
郷
土
歴

史
館
が
あ
り
ま
す
。
旧
内
山
家
の

外
観
を
参
考
に
し
、
塀
や
門
柱
も

武
家
屋
敷
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
工
費
は
約
三
億
五
千
万
円
、

身
体
障
害
者
用
の
ス
ロ
ー
プ
や
ト

イ
レ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
備

え
、
カ
ウ
ン
タ
ー
も
通
常
よ
り
低

く
な
っ
て
い
て
、
高
齢
者
や
車
イ

ス
の
人
な
ど
も
利
用
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。

針
谷
古
河
市
長
が
逝
去

　

一
月
こ
十
九
日
、
姉
妹
都
市

の
茨
城
県
古
河
市
の
針
谷
善
吉

市
長
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
三
年
四
月
に

初
当
選
し
、
一
期
目
。
温
厚
な

人
柄
は
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

十
二
万
箱
を
処
理

　

育
苗
セ
ン
タ
ー
も

　

J
A
大
野
市
育
苗
セ
ン
タ
ー

ふ
吊
嶋
）
の
完
成
式
が
二
月
三
日
、

関
係
者
約
七
ト
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
兼
業
化
が
進
み
、
農
協

に
稲
の
苗
づ
く
り
を
委
託
す
る
農

家
が
増
え
、
昭
和
五
十
三
年
・
六

十
三
年
に
整
備
し
た
施
設
で
は
対

応
し
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
地

域
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
確
立
基
幹

施
設
整
備
事
業
の
補
助
を
得
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
一
部
二

階
建
て
延
べ
約
一
千
百
六
十
平
方

び
。
苗
箱
に
種
も
み
を
ま
い
た
後
、

温
室
で
保
管
す
る
際
の
積
み
土
げ

作
業
を
自
動
的
に
行
う
機
械
な
ど

を
導
入
し
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
田
植

え
機
用
の
苗
箱
十
二
万
箱
が
処
理

で
き
ま
す
。
総
事
業
費
は
一
億
九

千
五
百
二
十
万
円
。

エキサイティング

スポーツ

情X報

第38回市民総合体育大会冬季大会

富田地区・上庄地区が総合優勝

中学校対抗は

尚徳中に栄冠

　

第
3
8
回
市
民
総
合
体
育
大
会
冬

季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
2
月
5

日
、
勝
原
ス
キ
ー
場
（
ア
ル
ペ
ン
）

と
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場
（
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
時
折
、
激
し
く
雪
が
吹
き

つ
け
る
中
で
熱
戦
を
展
開
。
地
区

対
抗
は
、
富
田
地
区
と
土
庄
地
区

の
両
地
区
が
、
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

【
団
体
の
部
・
成
績
】

▼
1
部
総
合
①
富
田
地
区
・
上
庄

地
区
③
大
野
地
区
▼
2
部
総
合
①

尚
徳
中
学
校
②
陽
明
中
学
校
③
上

庄
中
学
校
▼
1
部
男
子
①
富
田
地

区
②
上
庄
地
区
③
阪
谷
地
区
▼
1

部
女
子
①
上
庄
地
区
②
下
庄
地
区

③
大
野
地
区
▼
2
部
男
子
①
上
庄

中
学
校
②
尚
徳
中
学
校
③
開
成
中

学
校
▼
2
部
女
子
①
尚
徳
中
学
校

②
陽
明
中
学
校
③
開
成
中
学
校
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辱め栄

災害時の応急手当

家
庭
に
救
急
箱
を
備
え
て

慌
て
な
い
で
適
切
な
処
置
を

　

昔
か
ら
「
備
え
あ
れ
ぼ
憂
い
な
し
」
と
い
い
ま
す
。
家

庭
に
一
個
は
救
急
箱
を
用
意
し
て
、
け
が
を
し
て
も
慌
て

な
い
で
適
切
な
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
病
気
で
薬
を
飲

ん
で
い
る
人
は
健
康
手
帳
な
ど
に
、
ど
ん
な
薬
を
ど
れ
だ

け
処
方
さ
れ
て
い
る
か
を
記
入
し
、
心
臓
な
ど
の
病
気
の

人
は
、
薬
を
常
に
携
帯
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
災
害
に
備
え
て
、
ど
う

い
う
用
意
を
し
た
ら
い
い
の
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

心
臓
や
糖
尿
病
の
薬
は

　
　
　
　
　

常
に
携
帯
を

　

病
気
の
関
係
で
何
ら
か
の
薬
を

飲
ん
で
い
る
人
は
、
ど
ん
な
薬
を

ど
れ
だ
け
処
方
さ
れ
て
い
る
か
主

治
医
に
確
認
し
て
、
健
康
手
帳
な

ど
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

心
臓
や
糖
尿
病
な
ど
の
薬
は
、
で

き
れ
ば
常
に
携
帯
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
の
仕
方

　

と
っ
さ
の
時
の
応
急
手
当
の
仕

方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
出
血
し
た
ら

　

き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
か
布
を
直
接

傷
口
に
当
て
て
圧
迫
し
、
出
血
を

抑
え
ま
す
。

▼
や
け
ど
し
た
ら

　

冷
た
い
水
で
患
部
を
1
0
分
以
上

冷
や
し
続
け
ま
す
。
軟
こ
う
や
み

そ
、
サ
ラ
ダ
油
は
つ
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

灯
油
で
火
だ
る
ま
に
な
っ
た
ら
、

消
火
器
や
座
布
団
な
ど
で
た
た
い

て
消
す
か
、
地
而
に
寝
転
が
っ
て

消
し
、
そ
の
ま
ま
水
を
か
け
て
冷

や
し
ま
す
。
全
身
や
け
ど
の
場
合

に
は
、
冷
や
し
た
後
は
毛
布
な
ど

で
包
ん
で
保
温
し
ま
す
。

▼
骨
折
し
た
ら

　

骨
が
折
れ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、

そ
の
部
分
を
動
か
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
段
ボ
ー
ル
や
板
な
ど

で
副
木
を
当
て
、
包
帯
や
手
ぬ
ぐ

い
で
縛
り
ま
す
。
ね
ん
ざ
や
脱
き

ゅ
う
ぐ
ら
い
に
考
え
て
、
無
理
に

動
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

救
急
箱
に

　
　
　

入
れ
て
お
く
の
は

　

救
急
箱
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
を
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
消
毒
薬
（
希
ヨ
一
ド
チ
ン
キ
・

　

三
％
過
酸
化
水
素
・
一
％
ア
ン

　

モ
ニ
ア
な
ど
）

◆
軟
こ
う
類
（
亜
鉛
化
軟
こ
う
・

　

抗
生
物
質
軟
こ
う
・
抗
ヒ
ス
タ

　

ミ
ン
軟
こ
う
な
ど
）

◆
救
急
薬
（
鎮
痛
剤
・
解
熱
剤

　
　

［
乳
幼
児
の
た
め
に
は
小
児
用

　

ア
ミ
ノ
ピ
リ
ン
座
薬
］
・
淀
腸

　

薬
・
湿
布
剤
）

◆
救
急
器
具
（
包
帯
。
三
角
き
ん

　

・
滅
菌
ガ
ー
ゼ
●
脱
脂
綿
。
油

　

紙
・
ば
ん
そ
う
こ
う
）

◆
そ
の
他
（
体
温
計
・
ピ
ン
セ
ッ

　

ト
・
小
ば
さ
み
・
綿
棒
●
氷
の

　

う
・
安
全
ピ
ン
●
湯
た
ん
ぽ
）

　

薬
に
つ
い
て
は
、
行
き
つ
け
の

薬
局
・
薬
店
に
相
談
し
て
、
使
用

上
の
注
意
、
保
管
の
仕
方
を
教
え

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）



暮
ら
し
の
I

　

「
ア
吟
流
々
ス

重要な日ごろの備考

家族みんな協力昨

　

非常持ちiU£用意を

　

い
ざ
と
い
う
と
き
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
災

害
に
備
え
て
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
や
、
持
ち
出
し
の

分
担
、
連
絡
方
法
な
ど
を
家
庭
で
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
財
産
も
大
切
で
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
人
命
で
す
。

身
の
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
、
非
常
持
ち
出
し
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
地
震
の
後
、
水
道
や
電
気
な

ど
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
生
活
に

困
ら
な
い
よ
う
、
家
族
み
ん
な
で

相
談
し
て
、
備
え
を
十
分
に
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
震
に

備
え
て
、
次
の
よ
う
な
非
常
持
ち

出
し
品
を
、
各
家
庭
で
準
備
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
持
ち
出
す
品

　

地
震
発
生
時
の
持
ち
出
し
品
は
、

成
人
男
子
で
十
五
j
、
女
性
で
十

j
が
目
安
で
す
。
持
ち
出
し
品
は
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◆
貴
重
品
現
金
（
小
銭
を
多
め

に
）
・
権
利
証
書
・
預
貯
金
通
帳

・
免
許
証
・
健
康
保
険
証

◆
非
常
食
品
乾
パ
ン
、
缶
詰
な

ど
火
を
通
さ
な
く
て
も
食
べ
ら
れ

る
物
・
｀
ヽ
｀
ヽ
不
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
缶
切
り
・
水
筒
な
ど

◆
応
急
医
薬
品
詳
し
く
は
健
康

通
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
衣
類
下
着
・
上
着
・
タ
オ
ル

・
紙
オ
ム
ツ
な
ど

◆
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
予
備

の
電
池
を
多
め
に
。

◆
照
明
器
具
懐
中
電
灯
（
な
る

べ
く
一
人
に
一
個
。
予
備
の
電
池

も
）
・
ろ
う
そ
く
（
安
定
感
の
あ

る
も
の
。
高
齢
者
と
子
供
だ
け
の

使
用
は
厳
禁
）
な
ど
。

被
災
後
の
生
活
に
備
え
て

　

被
災
後
二
、
三
日
は
自
分
た
ち

だ
け
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
、
次

の
品
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
食
料
品
備
え
の
第
一
は
主
食

の
コ
メ
で
す
。
コ
メ
そ
の
も
の
の

ス
ト
ッ
ク
や
レ
ト
ル
ト
、
ア
ル
フ

ァ
米
な
ど
の
長
期
保
存
の
き
く
も

の
が
い
い
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
、
お
か
ず
に
な
る
肉
や

魚
の
缶
詰
・
瓶
詰
な
ど
も
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
調
理
や
食
事
に
必

要
な
用
品
を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
粉
ミ
ル
ク
や
お
や
つ
、
流
動

食
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
品
に
よ
っ
て
は
、
保
存
期
間

が
違
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
水
飲
料
用
と
し
て
一
人
一
日

Ξ
μ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
赤

ち
ゃ
ん
や
病
人
の
い
る
家
庭
で
は

さ
ら
に
多
く
の
量
を
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
保
管
に
は
透
明

の
ポ
リ
タ
ン
ク
が
便
利
で
す
が
、

こ
ま
め
に
水
を
取
り
替
え
る
の
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

洗
面
や
洗
い
物
、
水
洗
ト
イ
レ

の
水
も
必
要
で
す
。
ふ
ろ
や
洗
濯

機
に
水
を
た
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ふ
ろ
の
残
り
湯
も
す
ぐ
に
流

し
捨
て
し
な
い
よ
う
に
習
慣
づ
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
水
は
、
火
災

の
時
に
も
役
に
た
ち
ま
す
。

▼
燃
料
水
や
食
料
の
ス
ト
ッ
ク

が
あ
っ
て
も
、
煮
炊
き
が
で
き
な

い
と
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
水

は
衛
生
上
沸
か
し
て
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
燃
料
の
備
え
は

不
可
欠
で
す
。
簡
易
ガ
ス
コ
ン
ロ

　

（
ボ
ン
ベ
の
予
備
も
）
が
便
利
で

す
。
練
炭
や
木
切
れ
な
ど
を
燃
料

に
す
る
こ
と
の
で
き
る
七
輪
も
い

い
で
す
が
、
換
気
や
火
災
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・容66一間内線463（IUr）



一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

わらじづくりに挑戦

ぐるーぷ登場 下庄長寿会

　

ソフトバレー愛好会

ボ
ー
ル
を
追
う
姿
は
元
気
は
？
b
つ

　

外
は
雪
の
舞
う
寒
い
日
も
、
下

庄
公
民
館
の
体
育
館
か
ら
は
明
る

い
掛
け
声
や
笑
い
声
が
響
い
て
き

ま
す
。
下
庄
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

「
長
寿
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
愛
好
会
の
皆
さ
ん

で
す
。

　

毎
週
金
曜
‐
の
午
後
、
約
三
十

人
が
集
ま
り
、
練
習
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
、
参
加
者
の
年
齢
は
六

ト
代
か
ら
八
十
代
ま
で
と
幅
広
い

で
す
が
、
や
や
女
性
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

練
習
は
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い

ム
ー
ド
で
す
。
ボ
ー
ル
を
追
う
皆

さ
ん
の
表
情
は
。
几
気
い
っ
ぱ
い
で
、

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
ど
の
参
加
者
も
背
筋
は
ピ

ン
と
張
っ
て
い
て
、
若
々
し
い
か

ぎ
り
で
す
。
体
育
館
の
中
は
暖
房

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
寒
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
熱
気
に
満
ち

て
い
ま
す
、

　

長
寿
会
で
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
三
年
前
の
こ
と
。
市

の
大
会
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始

め
た
も
の
で
す
。
昨
年
か
ら
は
メ

ン
バ
ー
が
常
時
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
本
格
的
に
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
待
ち

き
れ
な
く
て
時
間
前
か
ら

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

効
用
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
「
心
身
の
健
康
に
良
い
」

　

「
体
を
無
理
な
く
動
か
せ

る
」
「
み
ん
な
と
仲
良
く

で
き
る
」
な
ど
な
ど
、
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
時
々
は
練
習
の
後

に
会
食
も
し
、
一
川
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

代
入
の
町
本
敏
郎
さ
ん

　

（
新
町
・
8
4
歳
）
は
・
「
ほ

と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
で

す
が
、
公
民
館
が
率
先
し

て
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ
こ

ま
で
充
実
し
ま
し
た
、
年
配
の
女

性
で
も
、
気
軽
に
無
理
な
く
楽
し

め
る
の
が
人
気
の
秘
密
で
し
ょ
う
。

今
年
は
、
市
の
大
会
で
入
賞
す
る

の
が
目
標
で
す
」
と
、
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

／

学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

　
　
　
　

奥
深
い
将
棋

　

第
三
回
全
国
高
校
文
化
連
盟

将
棋
大
会
が
、
こ
の
ほ
ど
神
奈

川
県
で
開
か
れ
ま
し
た
。
木
ド

久
美
子
さ
ん
（
2
年
生
J
は
、

大
野
高
校
か
ら
女
子
の
部
で
出

場
。
約
四
十
人
が
参
加
し
た
中

で
、
見
事
ベ
7
ト
8
ま
で
進
出

し
ま
し
た
。

　

人
野
高
校
の
将
棋
部
は
約
ト

人
。
有
段
者
も
い
る
、
県
内
で

は
強
豪
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
う
ち
女

f
は
二
人
で
す
。

　

木
ド
さ
ん
が
本
格
的
に
将
棋
を

始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校

に
入
っ
て
か
ら
で
す
、
そ
れ
ま
で

は
駒
の
動
か
し
方
く
ら
い
し
か
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
達
に
誘

わ
れ
て
人
部
し
ま
し
た
。

　

得
意
の
戦
法
は
棒
銀
と
中
飛
申
。

部
室
で
は
毎
口
約
二
時
間
、
男
子

部
日
に
混
じ
っ
て
、
真
剣
な
表
情

で
盤
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。

　
　

「
将
棋
を
差
し
て
い
る
と
き
は
、

何
も
か
も
忘
れ
て
没
頭
で
き
る
の

が
魅
力
」
と
、
話
し
ま
す
。
男
子

部
員
に
は
ま
だ
歯
が
立
た
な
い
状

況
で
す
が
、
も
っ
と
集
中
力
を
付

け
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
楽
し
く

差
せ
る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標
と

い
う
こ
と
で
す
。
「
学
べ
ば
学
よ

ほ
ど
、
将
棋
の
奥
深
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん

で
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

木下久美子さえ

　

（大野高校・2年）



ヤノ⑤瓢尚

震
災
に
負
け
ず
大
野
で
学
園
生
活

奥
島
良
平
2

　
　
　
　

愛
さ
ん
（
南
春
日
野
）

　

阪
神
大
震
災
に
よ
る
被
害
で
、

当
市
に
も
何
人
も
の
人
が
親
類
な

ど
を
頼
っ
て
疎
開
し
て
い
ま
す
。

　

奥
島
良
平
く
ん
（
1
6
歳
）
と
愛

さ
ん
（
1
3
歳
）
の
兄
妹
も
神
戸
で

被
災
。
一
月
二
十
日
か
ら
伯
父
さ

ん
宅
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
、
大
野

高
校
と
開
成
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ

元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
時
は
「
何
か
起
き
た
の
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
、
と
っ
さ
に

布
団
を
か
ぶ
っ
て
身
を
守
り
ま
し

た
。
住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は

半
壊
し
、
室
内
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
物
が
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
無
我

夢
中
で
、
ど
う
や
っ
て
外
に
逃
げ

た
の
か
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

周
り
に
は
火
の
手
も
あ
か
っ
て
い

ま
し
た
」
と
、
恐
怖
の
体
験
を
話

し
ま
す
。

　

幸
い
、
奥
島
さ
ん
家
族
は
全
員

無
事
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
友
達

や
家
族
に
は
亡
く
な
っ
た
人
や
、

今
も
避
難
所
暮
ら
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

親
と
離
れ
て
の
大
野
で
の
生
活

は
、
苦
労
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

二
人
と
も
新
し
い
生
活
に
明
る
く

溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
「
大
野
の

人
は
み
ん
な
人
情
が
あ
っ
て
親
切

で
す
。
お
っ
と
り
し
た
大
野
弁
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　
　

「
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
は

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
早
く
復

興
し
て
ほ
し
い
」
と
、
ふ
る
さ
と

を
気
遣
っ
て
い
ま
す
。

私七，ベノ・｀ぐこ，そ

用
水
路
に
中
ふ
た
（
仕
切
り
）
を
設
置
し
て
は
？

・

　

降
雪
期
に
は
、
市

街
地
の
用
水
路
を
利

用
し
て
、
雪
国
大
野

な
ら
で
は
の
排
雪
が
上
手
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
雪
に
な
る
と
大
量

の
排
雪
で
用
水
路
が
せ
き
止
め
ら

れ
、
道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
て
床
下

浸
水
も
よ
く
発
生
し
ま
す
。
時
間

差
排
雪
も
実
行
容
易
で
な
く
、
本

町
通
り
で
は
浸
水
を
防
ぐ
た
め
か
、

上
流
の
水
門
を
閉
め
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　

災
害
時
の
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、
排
雪
は
効
串
よ
く
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
用
水
路
の

底
か
ら
中
間
の
高
さ
ま
で
斜
め
に

メ
ザ
ラ
状
の
中
ふ
た
を
設
置
し
、

メ
ザ
ラ
の
目
か
ら
細
か
く
砕
い
た

雪
の
み
が
川
底
に
投
棄
さ
れ
れ
ば
、

結
果
的
に
大
量
排
雪
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
せ
っ
か
く
の
用
水
が

役
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
メ
ザ
ラ
状
中
ふ
た
を
設
置

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

］4
1，

　

貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

降
積
雪
時
の
、
流
雪
溝
お
よ
び

水
路
の
水
管
理
は
非
常
に
難
し
く
、

勾
配
、
分
水
口
、
全
体
水
量
等
々
、

い
ろ
ん
な
条
件
が
重
な
り
各
地
区

へ
の
水
量
が
違
っ
て
き
ま
す
。
そ

こ
へ
大
量
の
雪
が
流
れ
込
み
ま
す

と
水
が
あ
ふ
れ
る
地
域
や
全
く
流

れ
な
い
地
域
が
発
生
し
ま
す
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
工
法
は
、
建

設
課
で
昭
和
五
ト
七
～
五
ト
八
年

の
冬
期
間
、
五
番
通
り
で
試
験
的

に
施
工
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
類

似
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

も
発
売
さ
れ
、
県
大
野
土
木
事
務

所
が
高
砂
町
の
一
部
で
施
工
し
ま

し
た
が
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ

と
水
藻
が
大
量
に
付
着
し
、
か
え

っ
て
流
水
が
阻
害
さ
れ
、
維
持
管

理
に
支
障
を
来
た
す
状
況
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
取
り
や
め
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と

水
量
確
保
は
不
可
欠
で
、
当
市
に

お
い
て
も
、
水
量
の
確
保
と
水
路

の
改
良
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
水
流
が
止
ま
っ
た
ら
投

雪
を
中
止
す
る
と
か
、
水
流
の
な

い
流
雪
溝
に
は
投
雪
し
な
い
な
ど

の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、

有
効
な
利
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
建
設
課
長
駒
原
武
夫
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所

・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
馨
9
1
‐
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

　

皆
さ
ん
は
毎
月
、
定
期
便
の

よ
う
に
「
広
報
お
お
の
」
や
議

会
便
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
便

り
な
ど
か
テ
ー
プ
に
音
訳
さ
れ
、

実
に
き
め
細
か
く
写
真
の
説
明

ま
で
添
え
て
、
私
た
ち
視
力
障

害
者
の
家
庭
に
配
達
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
ま
る
で
急
流
を
下

る
よ
う
な
勢
い
で
急
速
に
変
化

す
る
世
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
目

立
た
な
い
活
動
が
、
私
た
ち
の

生
活
を
豊
か
に
し
、
大
き
な
潤

い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

（
大
和
町
竹
内
紀
子
）

お
知
ら
せ

●
繊
維
産
業
と
ま
ち
づ
く
り

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
9
5

日
時
3
月
4
日
①
午
後
1
時

　

3
0
分
～

会
場
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー

内
容
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
繊
維
産
業
と
ま

　

ち
づ
く
り
」

問
合
せ
先
奥
越
地
域
地
場
産
業

　

振
興
セ
ン
タ
ー
（
容
8
8
・
3
7

　

0
0
）
ま
で



チヤレランを楽しんで

子供たち交流を深める

　

1月22日、レクリエーションなどの

交流を通じて児童の健全な育成を図ろ

うと、市子ども会育成連合会主催の

　

「子どもおたのしみ会」が、有終会館

多目的ホールで開かれました。小学生

や園児たち約60人が参加し、「紙ちぎ

りのばし」「豆つまみ皿うつし」など

チャレンジランキングの6種目を、元

気いっぱいに楽しみました。

秘書広報課広報広聴係豊66－llit

中国人留学生らが

もちつきで旧正月を祝う

　

中国からの留学生にふるさとを懐か

しんでもらおうと、市日中友好協会主

催の「大野の1日正月と中国の正月を祝

う会」が、2月4［1に市産業文化展示

館で開かれました。今年は家族で来て

いる留学生ら17人を招待。市内の企業

を見学した後、慣れない手つきでもち

つきに挑戦。一振りひとふりに笑い声

が響いていました。

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
れ

　

大
野
地
区
消
防
署
と
市
教
育
委
員
会
は
、
1
月
1
8
日
に
市
指
定
の
木
彫
の
面

　

「
猿
楽
の
尉
面
」
を
所
有
す
る
高
津
靖
生
さ
ん
（
上
舌
）
な
ど
、
3
ヵ
所
の
防

火
点
検
を
行
い
、
2
6
日
に
は
、
県
指
定
の
文
化
財
な
ど
を
所
有
す
る
善
導
寺
で

消
防
訓
練
を
実
施
。
大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
火
災
へ
の
備
え
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

防火豆まきで鬼退治

「火遊びはしません」

　

2
月
3
日
び
ぶ
揖
布
に
β
口
上
ｔ
七
て

園
児
た
ち
に
防
火
の
心
を
育
て
て
も

ら
お
う
と
、
大
野
地
区
消
防
署
は
市

内
7
ヵ
所
の
保
育
園
で
防
火
豆
ま
き

を
行
い
ま
し
た
。
義
景
保
育
園
で
は
、

消
防
署
員
が
青
鬼
・
赤
鬼
に
ふ
ん
し

て
登
場
す
る
と
、
園
児
た
ち
は
「
鬼

は
外
」
と
大
き
な
声
で
豆
を
投
げ
つ

け
、
鬼
を
追
い
払
い
、
火
遊
び
を
し

な
い
よ
い
子
に
な
る
こ
と
を
誓
っ
て

い
ま
し
た
。

深井地区に

ふれあい会館か完成

　

深
井
地
区
（
1
9
戸
）
に
完
成
し
た

ふ
れ
あ
い
会
館
の
落
成
式
が
、
1
月

2
9
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
費
は

約
2
0
0
0
万
円
。
木
造
平
屋
建
て

約
1
4
0
平
方
昌
、
2
4
畳
の
会
議
室

と
談
話
室
、
調
理
実
習
室
を
備
え
て

い
ま
す
。
四
四
集
会
施
設
は
建
設
し
て

3
0
年
以
L
経
過
し
、
不
便
に
な
っ
た

た
め
建
て
直
さ
れ
ま
し
た
。
住
み
よ

い
集
落
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

包温（必瞳湯



包遇（勁包湯

　

1月28日、市民グラウンドに巨大な

雪の山が出現。実は、大野建設業界後

継者育成会と建睦会が、二日がかりで

造り上げたソリ専用のチビッコゲレン

デです。大型ダンプカー約600台分の

雪で幅30に、長さ40にのゲレンデのほ

か、「うぐピー」など3体の雪像を造り

ました。子供たちは大喜びでソリと雪

遊びを楽しんでいました。

雪
と
の
ふ
れ
あ
い
深
め
る

多
彩
に
親
雪
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

冬の風物詩「七問かまくら朝市と雪

まつり」が、2月4・5日に七間通り

で開催されました。会場には、雪像12

基、かまくら2基、雪灯ろう約50基が

並びました。冬期間は休んでいる朝市

のおばちゃんたちが久しぶりに店開き。

ダイコンなどの越冬野菜や越前水仙な

どを販売し、大勢の買い物客でにぎわ

っていました。

　

雪
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
冬
の
自
然
を
楽
し
も
う
と
各
地
で
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
日
、
そ
り
を
楽
し
む
園
児
た
ち
で
チ
ビ
ッ

コ
ゲ
レ
ン
デ
は
大
に
ぎ
わ
い
。
か
ま
く
ら
朝
市
で
は
、
セ
上
ブ
ー
ム
i

ン
の
雪
像
に
は
子
供
た
ち
、
朝
市
の
店
に
は
お
母
さ
ん
た
ち
の
輪
が
で

き
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
フ
T
‘
ス
タ
と
雪
ま
つ
り
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
、
雪
中
花
火
が
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

嶮しししドゲヤ

　

六呂師高原スキー場で2月11・12日

の2［］間、「おおのスノーフェスタと

六呂師高原雪まつり」が開催されまし

た。大勢の親子連れが会場を訪れ、ゆ

きリンピックやおもしろそり大会など

で雪の感触を楽しんだり、のっぺい汁

で暖をとったりしました。幻想的な雰

囲気の中で、たいまつ滑降と北陸最大

規模の雪中花火大会も行われ、雪との

ふれあいを深めていました。



お
知
ら
せ

3月

・
補
聴
器
と

　
　
　
　

耳
の
健
康
相
談

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
耳
の
日
（
3
月
3
日
）
に
ち

な
ん
で
、
耳
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
が
楽

し
い
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
耳
の

医
学
的
診
断
・
聴
力
測
定
・
補
聴

器
装
用
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
3
月
7
日
囚
受
付
＝
午

　

前
1
0
時
～
午
後
2
時
医
療
相

　

談
＝
午
後
2
時
～
3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
診
断
・
相
談
・
検
査
料
は

　

無
料
。
補
聴
器
の
修
理
部
品
代

　

は
個
人
負
担

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
）

　

ま
で

…
軽
自
動
車
登
録
変
更
は

　

3
月
中
に

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
登

録
変
更
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
3
月
中
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
…
1
2
5
∝
を
超
え
る

バ
イ
ク
県
軽
自
動
車
協
会
ま
た

　

は
県
二
輪
車
協
会
で
手
続
き
を

　

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
車
両

　

を
購
入
し
た
販
売
店
に
お
尋
ね

　

く
だ
さ
い
。

1
2
5
∝
以
下
の
バ
イ
ク
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
農
耕
車
廃
車
の

　

場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

と
印
鑑
を
持
っ
て
市
税
務
課
収

　

税
係
へ
。
登
録
変
更
の
場
合
は
、

　

譲
渡
証
明
書
と
自
賠
責
保
険
も

　

必
要
で
す
。

転
入
転
出
に
伴
う
届
出
所
有
者

　

が
転
入
や
転
出
し
た
場
合
は
、

　

登
録
変
更
や
住
所
変
更
の
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
税
務
課
収
税
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2

　

1
…
4
2
9
こ
ふ
ま
で

…
山
火
事
を
防
ご
う

　

県
で
は
、
「
不
用
意
に
使
う
火

が
よ
ぶ
山
の
火
事
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
山
火
事
予
防
思
想
の
普
及

と
森
林
の
保
全
、
地
域
の
安
全
を

図
る
た
め
。
3
月
加
日
か
ら
瓦
日

ま
で
山
火
事
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

？
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場

　

所
や
強
風
時
・
乾
燥
時
に
は
、

　

た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い

？
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き

　

は
完
全
に
消
火
す
る

？
た
ぱ
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

　

し
、
投
げ
捨
て
は
し
な
い

？
火
遊
び
は
し
な
い

？
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る

…
印
鑑
登
録
手
帳
の

　

交
換
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
印
鑑
登
録
手
帳
を

磁
気
カ
ー
ド
に
交
換
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
交
換
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
今
月
中
に
市
民
課
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

　

◆
印
鑑
登
録
手
帳
（
緑
色
）

　

◆
印
鑑
（
本
人
の
認
印
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
の

　

手
帳
と
実
印
な
ら
び
に
代
理

　

人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
市
民
課
市

　

民
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
5
1
）
ま
で

…
無
料
登
記
法
律
相
談

　

4
月
1
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

で
す
。
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

県
司
法
書
士
会
で
は
、
福
井
地
方

法
務
局
の
後
援
で
、
無
料
登
記
法

律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
4
月
1
日
①
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

会
場
有
終
会
館

相
談
内
容
土
地
や
建
物
の
表
示

　

・
分
筆
測
量
・
売
買
・
相
続
な

　

ど
の
登
記
、
商
業
法
人
登
記

問
合
せ
先
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

事
務
局
・
玄
覚
栄
一
さ
ん
（
容

　

6
6
・
5
6
3
9
）
ま
で

・
絵
画
初
心
者
講
座

デ
ッ
サ
ン
か
ら
水
彩
・
油
彩
の

作
品
を
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導

を
受
け
な
が
ら
期
間
内
に
制
作
し

ま
す
。

主
催
大
野
絵
画
ク
ラ
ブ
「
ぱ
れ

　

っ
と
会
」

日
時
4
月
9
・
2
3
・
3
0
日
5

　

月
1
4
・
2
8
日
6
月
一
H
日
（
す

　

べ
て
日
曜
日
）
の
6
日
間
午

　

後
2
時
I
4
時

会
場
下
庄
公
民
館

受
講
料
無
料
（
画
材
な
ど
に
つ

　

い
て
は
実
費
）

締
切
4
月
5
日
⑥
午
後
5
時

申
込
・
問
合
せ
先
九
里
剛
哉
さ

　

ん
（
容
6
6
・
2
7
4
3
）
ま
で

交通
安令

４
r

車
を
運
転
中
に

地
震
か
発
生
し
た
ら

　

車
を
運
転
中
に
地
震
が
発
生

し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。

　

ま
ず
第
一
に
取
る
行
動
は

★
地
震
を
感
じ
た
ら
、
徐
々
に

　

速
度
を
落
と
し
、
左
側
に
寄

　

せ
て
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

★
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
車
外

　

に
出
ず
、
地
震
情
報
を
力
－

　

ラ
ジ
オ
で
聞
く
。

★
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

　

キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
。
ド
ア

　

ロ
ッ
ク
を
し
な
い
。

と
い
っ
た
こ
と
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

　

地
震
に
伴
っ
て
複
合
的
な
災

害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が

生
じ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

避
難
す
る
と
き
に
津
波
の
被
害

が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
い
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
高
い
所
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
一
斉
に

車
で
避
難
す
る
と
交
通
渋
滞
が

起
こ
り
、
お
互
い
に
進
退
路
を

断
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
徒
歩

で
逃
げ
る
人
の
進
路
妨
害
に
も

な
り
ま
文
災
害
時
の
避
難
に

は
、
で
き
る
だ
け
車
を
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
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国民年金 あれこれ

納め忘れはないですか

　

国民年金保険料に、納め忘れは

ないですか。何力月分も納められ

ないと、年金が減額されたり、受

けられなくなったりします。毎年

3月は、年金保険料の納付点検月

です。

　

納め忘れがないか、各種の届け

出を忘れていないか、今一度、お

確かめください。

4月から保険料が

　

月額1万1700円に

　

国民年金の保険料は、4月から

600円引き上げられ、月額1万

1700円なります。（付加年金

は月額1万2100円）

　

これは急速に進む高齢化社会に

おいて、将来にわたり安定した年

金制度を維持するために、保険料

を改定するものです。

　

年金は、世代と世代の支え合い

です。皆さんのご理解、ご協力を

お願いします。

お得な前納制度を

　　　　

ご利用ください

　

国民年金は、毎月納めることに

なっています。しかし、一定期間

の保険料を前もって一度に納める

ことができる「前納制度」もあり

ます。これを利用すれば納め忘れ

もなくなり、納める手間も省けて

便利です。

　

毎月納付の場合、4月から3月

までの年間保険料は、14万40

0円（付加は14万5200円）

ですが、前納されますと3390

円（付加は3510円）安くなり

ます。ぜひ、便利でお得な前納制

度をご利用ください。

　

詳しいお問い合わせは、市役所

市民課年金係（容66・1111内

線455）までどうぞ。

●
外
国
人
事
件
と

　
　
　
　

法
廷
通
訳
人

　

最
近
、
国
際
交
流
の
活
性
化
に

伴
い
、
通
訳
を
要
す
る
外
国
人
の

刑
事
事
件
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
い

た
め
、
日
本
の
裁
判
制
度
が
理
解

で
き
ず
、
種
々
の
不
安
を
覚
え
る

外
国
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
裁
判
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
外
国
人
の
彼
告
人
に
対
し
、

裁
判
手
続
き
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

適
正
な
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
、

有
能
な
通
訳
人
の
確
保
や
外
国
人

事
件
用
説
明
ビ
デ
オ
の
制
作
な
ど

種
々
の
方
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
通
訳
人
は
ま
だ
不
足

し
て
い
る
状
況
で
、
外
国
語
が
で

き
る
人
に
は
積
極
的
に
通
訳
人
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

総
務
課
（
酋
0
7
7
6
●
2
2
・
5

0
0
0
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
第
1
2
回
大
野

　
　
　

た
こ
あ
げ
大
会

日
時
3
月
1
9
日
⑧
受
付
午
前

　

H
時
～
午
後
1
時
開
会
午

　

後
1
時
（
雨
天
の
場
合
2
6
日
⑧

　

に
延
期
）

会
場
六
呂
師
高
原

対
象
年
齢
・
性
別
は
不
問
。
た

　

だ
し
、
小
学
生
は
責
任
あ
る
引

　

串
者
が
同
伴
の
こ
と

規
格
た
こ
の
大
き
さ
、
図
柄
な

　

ど
一
切
自
由

締
切
3
月
1
0
日
面

申
込
・
問
合
せ
先
市
観
光
協
会

　

（
産
業
文
化
展
示
館
内
萱
6
5

　

●
’
b
r
a
？
7
1
）
ふ
ま
で

・
平
成
7
年
度
農
作
業

　

標
準
料
金
決
ま
る

　

平
成
7
年
度
の
農
作
業
標
準
料

金
が
、
次
の
通
り
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
（
）
内
は
、
前
年

度
の
金
額
で
す
。

◆
農
業
労
働
標
準
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

［
一
日
当
た
り
］

　

男
9
3
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

（
9
0
0
0
円
）

　

女
8
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

（
8
0
0
0
円
）

◆
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
標
準
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

二
日
当
た
り
】

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ー
万
8
5
0

　

0
円
（
1
万
8
0
0
0
円
）

　

補
助
具
1
万
3
9
0
0
円

　
　

（
1
万
3
5
0
0
円
）

◆
農
業
機
械
作
業
の
標
準
料
金

　
　
　
　
　
　
　

［
1
0
て
当
た
り
］

　

▼
ト
ラ
ク
タ
ー
《
耕
起
．
I
回
》

　

7
7
0
0
円
▼
田
植
え
《
動
力

　

田
植
機
》
6
0
0
0
円
▼
収
穫

　
　

《
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
・
補
助

　

貝
な
し
》
1
万
7
9
0
0
円

※
受
委
託
契
約
を
結
ぶ
場
合
、
消

　

費
税
（
3
％
）
を
上
乗
せ
す
る

　

の
が
原
則
で
す
が
、
こ
の
取
り

　

扱
い
に
つ
い
て
は
当
事
者
で
話

　

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
市

農
業
委
員
会
事
務
局
（
容
6
6
・
1

1
1
1
内
線
3
1
6
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
3
月
1
0
日
は

　

「
農
山
漁
村
婦
人
の
日
い

　

昭
和
5
0
年
の
国
際
婦
人
年
を
契

機
と
し
て
、
女
性
の
地
位
向
上
へ

の
取
り
組
み
が
世
界
的
な
潮
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
山
漁
村
の
女
性
は
、
農
林
水

産
業
や
農
山
漁
村
の
担
い
手
と
し

て
、
農
林
水
産
物
の
生
産
や
農
家

生
活
の
運
営
、
地
域
社
会
の
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
評
価
は
低
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
3
月
1
0
日
を
「
農

山
漁
村
婦
人
の
日
」
と
し
て
設
定

し
、
女
性
の
役
割
に
正
し
い
評
価

と
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
2
1
世
紀
に
向
け
て
新
し
い

農
山
漁
村
女
性
像
は
、
次
の
通
り

で
す
。

◆
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
能
力
を

　

発
揮
し
、
農
山
漁
村
の
良
さ
を

　

実
感
し
な
が
ら
働
い
て
、
む
ら

　

づ
く
り
の
方
針
決
定
の
場
に
参

　

画
す
る
。

　

目
標
実
現
に
向
け
て
地
域
で
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
市
農
務
課
振
興
係

　
　

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
1

　

5
）
ま
で



　
　

〆
7
に

　
　
　
　

一
一
〈

I

T3ス

漆
の
道
具
箱

木
戸
口
充
さ
ん
（
明
倫
町
）

　

縦
四
十
？
、
横
十
五
？
、
高
さ
こ
十
五
？

の
木
箱
の
周
り
に
は
、
黒
光
り
す
る
小
さ
い

コ
ブ
が
ぶ
つ
ぶ
つ
と
張
り
付
い
て
い
ま
す
。

代
々
の
漆
職
人
が
、
こ
の
箱
の
引
き
出
し
か

ら
愛
用
の
へ
ら
や
刷
毛
を
取
り
出
し
、
漆
の

液
を
箱
の
上
で
引
き
の
ば
し
て
木
地
に
塗
り
、

仏
壇
や
家
具
な
ど
数
多
く
の
製
品
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
百
五
十
年
余
に
わ
た
っ
て
使
わ

れ
て
き
た
結
果
、
自
然
に
で
き
た
漆
の
流
れ

模
様
が
つ
や
つ
や
し
て
美
し
い
。

　

杢
戸
口
さ
ん
（
6
5
歳
）
が
所
有
す
る
こ
の

道
具
箱
の
初
代
の
持
ち
主
は
、
江
戸
時
代
に

刀
の
鞘
の
塗
り
師
で
し
た
。
そ
れ
を
梅
田
敬

三
師
匠
が
譲
り
受
け
、
師
か
ら
木
戸
口
さ
ん

の
手
に
渡
り
、
大
切
な
道
具
と
し
て
愛
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

木
戸
口
さ
ん
は
「
こ
の
箱
に
は
、
こ
の
道

一
筋
に
生
き
て
き
た
師
匠
の
職
人
か
た
ぎ
が
、

息
づ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
黙
々
と
手
を
動

か
し
、
塗
り
の
出
来
栄
え
を
長
々
と
見
つ
め
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
師
匠
の
手
元
を
見
な

が
ら
、
私
た
ち
弟
子
は
自
分
で
考
え
、
技
を

習
得
す
る
の
で
す
。
理
屈
で
は
な
く
体
で
教

え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
根
気
強
く
、
思
い

や
り
が
あ
り
、
正
直
で
師
匠
と
し
て
も
塗
り

師
と
し
て
も
最
高
の
人
で
し
た
」
と
、
亡
き

師
匠
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

漆
の
道
具
箱
は
、
数
多
く
の
武
士
た
ち
の

刀
の
鞘
に
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
、
明
治
・
大
正

・
昭
和
を
経
て
、
今
な
お
仕
事
場
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
「
こ
の
箱
は
、
火
事
の
炎
に
包

ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ほ

と
ん
ど
無
傷
で
焼
け
跡
か
ら
出
て
き
た
の
は
、

奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

木
戸
口
さ
ん
は
箱
の
表
を
、
か
ら
ぶ
き
し
な

が
ら
感
慨
深
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
係
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
話
題
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

市民のうごき
2月1日現在 前月比

世帯数 11，382世帯 △5世帯

人口 41，725人 △14人

内訳 男 19．905人 △8人

女 21，820人 △6人

1月中の異動
転入 31人 出生 36人

転出 33人 死亡 48人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6ゆ）

件数内訳
平成7年　
1月末
平成6年　
1月末 増減

総件数 85件 68件 17件

人身

事故

件数 14件 17件 △3件

死者 O人 O人 O人

傷者 22人 24人 △2人

物損事故 71件 51件 20件

表
紙
の
こ
と
ば

　

熱
気
球
に
乗
っ
て
上
空
2
0
μ

か
ら
六
呂
師
の
ゲ
レ
ン
デ
を
眺

め
る
と
、
ま
る
で
別
世
界
に
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
目
の

前
一
面
に
銀
世
界
が
広
が
り
、

自
然
の
雄
大
さ
と
美
し
さ
を
十

分
満
喫
。
少
し
で
も
冬
の
自
然

に
ふ
れ
よ
う
と
、
順
番
を
待
つ

観
光
客
の
長
い
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

編
集
後
記

　

阪
神
大
震
災
被
災
者
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
地
震
は
、
私

た
ち
の
大
切
な
人
命
や
家
屋
を

奪
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
心

構
え
と
備
え
が
被
害
を
最
小
限

に
く
い
止
め
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
は
、
家
族
全
員
が
一
致

協
力
し
て
対
処
し
ま
し
よ
う
。

t、、貝！i！1

　

結
婚
披
露
宴
も
終
わ

り
に
近
づ
き
、
新
郎
新

婦
が
四
回
目
の
お
色
直

し
で
登
場
す
る
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ

た
。
「
花
嫁
は
、
お
母

さ
ん
が
手
間
暇
か
け
て
編
み
上
げ
た
ド
レ
ス
で

入
場
し
ま
す
」
と
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
っ
て
き

た
。
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
興
味
津
々
で
入
場
口
に

目
を
向
け
た
▼
新
郎
と
ロ
ー
ソ
ク
を
携
え
て
テ

ー
ブ
ル
に
回
っ
て
来
た
時
、
ピ
ン
ク
色
で
レ
ー

ス
の
総
花
模
様
の
ド
レ
ス
が
サ
ラ
サ
ラ
と
さ
わ

や
か
な
音
を
立
て
た
。
幅
広
い
ベ
ル
ト
に
編
み

込
ま
れ
た
無
数
の
ビ
ー
ズ
が
多
彩
な
光
を
放
ち

花
嫁
は
い
っ
そ
う
輝
い
て
い
た
。
和
装
・
洋
装

と
何
回
も
の
お
色
直
し
も
素
敵
だ
っ
た
が
、
何

と
い
っ
て
も
手
編
み
の
ド
レ
ス
は
最
高
だ
っ
た

▼
後
日
、
花
嫁
の
お
母
さ
ん
に
出
会
っ
た
時

　

「
娘
が
嫁
に
行
く
と
き
に
は
、
自
分
で
ド
レ
ス

を
編
ん
で
着
せ
る
の
が
念
願
で
し
た
。
い
い
方

と
の
出
会
い
が
あ
り
結
婚
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、

家
事
や
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
せ
っ
せ
と
編
み

ま
し
た
。
三
ヵ
月
た
っ
ぷ
り
か
か
り
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
編
み
上
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
ド
レ

ス
を
着
た
娘
の
姿
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
び
、
手
も

早
く
動
き
ま
し
た
。
ベ
ル
ト
に
は
千
二
百
個
の

ビ
ー
ズ
を
あ
し
ら
い
、
レ
ー
ス
糸
は
四
十
玉
使

い
ま
し
た
」
と
明
る
く
話
さ
れ
た
▼
雪
解
け
と

と
も
に
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
が
、
ど
の
親

も
心
を
込
め
て
、
精
い
っ
ぱ
い
の
調
度
品
や
衣

料
品
を
そ
ろ
え
て
嫁
が
せ
る
。
ま
た
、
彼
女
た

ち
も
幸
せ
な
と
き
、
苦
し
い
と
き
、
折
り
に
ふ

れ
親
の
愛
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
夫
婦
力
を
合

わ
せ
て
幸
福
な
家
庭
を
築
い
て
い
く
に
ち
が
い

な
い
。
（
H
）
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